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事業費：合計12,000万円
　　　　生活応援物価高対応給付

人権擁護委員候補者の推薦について

地域に人とお金を循環させるデジタル地域通貨（たかもりポイントカード）を活用した給
付を展開します。

【事業概要】

2025年4月から開始した『たかもりポイントカード（TPC）』を利用した給付費用を計上。ポイン

トは加盟店舗（スーパーや飲食店等）で使うことができるだけでなく、家族や知人に譲渡可能。本年度

開始予定のチャージ機導入で更なる地域経済の活性化を目指している。

中東情勢により物価が急騰していることからポイントカードを活用して給付を行うことで、より早く

町民へ支援が届き、利用先が加盟店のみであるため地域経済の活性化に繋がる。

単独・その他事業

人事案件

生活応援物価高対応ポイント手当給付事業（第２弾）生活応援物価高対応ポイント手当給付事業（第２弾）

事業費 補助額 一般財源

12,000万円 0円 12,000万円

令和8年第2回6月定例会
� （令和8年6月11日開会～令和8年6月19日閉会）

専決処分6件、同意1件、諮問2件、報告2件、議案6件、専決処分6件、同意1件、諮問2件、報告2件、議案6件、
意見書2件を審議し、19件を原案のとおり可決した。意見書2件を審議し、19件を原案のとおり可決した。

令和8年9月30日で任期満了を迎える人権擁護委員候補者として令和8年9月30日で任期満了を迎える人権擁護委員候補者として
高森地区から本田逸雄氏、草部地区から伊藤貴美恵氏を高森地区から本田逸雄氏、草部地区から伊藤貴美恵氏を

推薦することを答申した。推薦することを答申した。

令和8年度一般会計補正予算（第1号）

予算総額　88億5,110万円
9,5969,596万万66千円千円を追加を追加
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昨今の異常気象による高温障害を防ぐため、農業者が設置するハウスの自動開閉システム
やハウスの被覆材（遮光ネット等）購入費の一部を補助する。

【事業の目的】
本町は夏秋野菜や畜産業を営む農家にとって、冷涼な気候は営農活動しや

すい環境だったが、昨今の特に夏場の猛暑により農作物の高温障害等が問題
となっている。

高森町の「宝」である一次産業を守るため、農家が抗えない事象に対する
補助を行うことで、離農者を減らし、新規就農者を増やすことを目的とする。

また、ハウスの自動開閉システムによるスマート農業に取り組む農家を増やし、将来的
な省力化や熱中症対策に寄与する。

【事業内容】
ハウス自動開閉システム導入費、ハウス用遮光ネット購入費、牛舎スプリンクラー設置費等
　補助率：50%

【事業費】
当初予算額300万円、
6月補正予算計上額300万円　総額600万円

気候変動の影響による熱中症対策として、熱中症弱者（高齢者・障がい者・未就学児）を
含む世帯がエアコンを設置した際に使えるたかもりポイントを付与する。

【事業の目的】
令和8年度当初予算事業で行った上限5万円の補助事業は5月末には募集定員に達したため完了。実

施内容を確認すると設置時電気工事代やアスベスト検査等の追加工事費が必要となったケースが多かっ
た。そこで第2弾として上限額の引き上げ・対象枠の拡充を行うとともに、第1弾で申請を行った方に
も5万円以上の実施費用に対して追加補助を行う（追加補助上限：５万ポイント）。なお今回は、たか
もりポイントカード加盟店での購入・設置を対象とした「たかもりポイント事業」として実施し、町内
経済循環の仕組みを取り入れる。

【事業内容及び事業費】

○第1弾エアコン設置補助事業申請者
　　上限50,000ポイント付与（前回申請時の工事費に応じて付与）×20世帯

○第2弾エアコン設置補助事業「たかもりポイント」付与
　　上限100,000ポイント付与×90世帯
　　用途：エアコン購入及び設置費のみ使用可能（既存エアコン買い替えも対象）

【対象世帯】①・②対象枠：70世帯分（先着順）、③対象枠：20世帯（先着順）
本町に住民票を有し1年以上居住している世帯のうち、
　①世帯員が65歳以上の高齢者のみで住民税非課税世帯
　②世帯員に障がい者【各種手帳を所有している方】を含む住民税非課税世帯
　③世帯員に未就学児を含む世帯

※�世帯分離していても下記に該当する者は補助対象外とする

　同一家屋内にて課税世帯との同居が認められる場合

※�上記①〜③までの条件確認については税務課および

住民福祉課と連携を行う。

「ふるさと応援基金」活用事業

ふるさと応援農畜産業高温対策事業ふるさと応援農畜産業高温対策事業

高齢者等熱中症対策エアコン設置費用補助たかもりポイント付与事業高齢者等熱中症対策エアコン設置費用補助たかもりポイント付与事業

事業費 ふるさと応援基金 町の負担

1,000万円 1,000万円 0円

事業費 ふるさと応援基金 一般財源

300万円 300万円 0円
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令
和
8
年
6
月
定
例
会　

主
な
質
疑
応
答

�

承
認
第
5
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

（
令
和
7
年
度
高
森
町
一
般
会
計

補
正
予
算
）

質 疑質 疑

［
佐
藤
武
文
議
員
］

く
ま
も
と
間
伐
材
安
定
供
給
対

策
事
業
補
助
金
の
減
額
が
4
割
を
超
え

る
理
由
と
今
後
の
補
助
事
業
者
と
の
連

携
は
。

応 答応 答

［
農
林
政
策
課
長
］

今
後
は
、
事
業
を
実
施
す
る
経

営
体
と
山
林
の
所
有
者
と
の
連
携
を
密

に
し
、
減
額
が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め

る
。応 答応 答

［
町
長
］

私
が
知
る
限
り
、
森
林
組
合
、

N
P
O
法
人
の
人
手
不
足
が
大
き
な
要

因
。
今
後
、N
P
O
法
人
に
関
し
て
は
、

間
口
を
広
げ
て
相
談
を
受
け
て
実
際
施

行
で
き
る
か
判
断
し
た
い
と
思
う
。
森

林
組
合
は
、
非
常
に
人
手
が
足
り
な
い

と
言
わ
れ
る
が
、
密
に
連
絡
を
取
り
現

状
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

承
認
第
6
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

（
令
和
7
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
）

質 疑質 疑

［
佐
藤
武
文
議
員
］

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
、

療
養
費
、
審
査
支
払
手
数
料
の
合
計

1
億
2
7
3
万
4
千
円
減
額
の
原
因

は
。応 答応 答

［
町
長
］

前
任
も
含
め
て
、
現
場
の
人
も

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
の

数
々
、
そ
れ
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た

職
員
の
皆
様
、
関
係
団
体
の
皆
様
、
そ

し
て
何
と
言
っ
て
も
町
民
の
皆
様
の
参

加
意
欲
等
も
含
め
て
効
果
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
41
号

高
森
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正

質 疑質 疑

［
後
藤
巌
議
員
］

現
在
、
地
域
限
定
保
育
士
は
何

名
い
る
の
か
。
こ
の
保
育
士
を
認
定
す

る
に
あ
た
っ
て
筆
記
試
験
及
び
実
地
の

要
綱
が
決
め
て
あ
る
の
か
。

応 答応 答

［
住
民
福
祉
課
長
］

当
町
で
把
握
す
る
限
り
い
な

い
。
地
域
限
定
保
育
士
は
、
実
技
試
験

が
免
除
さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
保
育
士

試
験
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
。
3
年
間

の
実
務
期
間
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
通

常
の
保
育
士
と
し
て
全
国
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
。

議
案
第
43
号

令
和
8
年
度
高
森
町
一
般
会
計

補
正
予
算

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

①
文
部
科
学
省
生
成
A
I
パ
イ

ロ
ッ
ト
校
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が
旅
費
で

あ
る
が
、
リ
モ
ー
ト
研
修
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。

②
生
活
応
援
物
価
高
対
応
ポ
イ
ン
ト
手

当
給
付
事
業
（
第
2
弾
）
に
つ
い
て
、

国
が
や
る
事
業
に
つ
い
て
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
制
限
が
つ
く
。私
た
ち
は
、

そ
う
い
う
制
限
を
つ
け
ず
に
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
制
限
を
つ
け
る
よ
う

な
形
が
今
後
出
て
く
る
か
。

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
課
税
世
帯
の

境
を
伺
う
。

応 答応 答

［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

①
現
地
で
の
参
加
が
必
須
の
研

修
と
な
っ
て
い
る
。
指
定
箇
所
の
高
森

町
教
育
委
員
会
、
指
定
校
の
高
森
中
学

校
、
中
央
小
学
校
が
東
京
に
年
3
回
必

須
研
修
と
な
り
、
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
、

夏
期
学
習
会
、
成
果
報
告
会
が
東
京
で

あ
る
。
た
だ
し
、
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
の
必
須
参
加
も
多
数
あ
る
。

応 答応 答

［
町
長
］

②
高
森
町
と
し
て
は
、
今
後
は

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
も
含
め
て
、
そ

の
時
そ
の
時
で
、
判
断
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
は
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
当
町
も
し
て
い
き
た
い
。
こ

の
た
か
も
り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
財

源
が
あ
る
限
り
、
経
済
循
環
と
い
う
観

点
で
物
を
見
た
時
の
施
策
に
関
し
て

は
、
課
税
非
課
税
な
し
の
判
断
を
す
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。
何
は
と
も
あ

れ
、財
源
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
た
め
、

そ
こ
は
判
断
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
。最

終
的
に
は
、
課
長
た
ち
が
し
っ
か

り
判
断
し
、
そ
の
場
に
マ
ッ
チ
ン
グ
で

き
る
よ
う
な
経
済
政
策
を
打
ち
出
し
て
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い
く
。
そ
れ
と
同
時
に
私
が
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
財
源
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
。

国
の
政
策
の
方
向
性
と
は
一
線
画
す

も
の
が
、
た
か
も
り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

応 答応 答

［
生
活
環
境
課
長
］

③
住
民
税
非
課
税
は
基
本
的

に
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
の

方
。
扶
養
人
数
や
障
害
者
控
除
等
の
控

除
が
あ
り
1
人
1
人
状
態
に
よ
っ
て
変

わ
り
、
同
じ
世
帯
に
住
ま
れ
て
い
て
も

世
帯
を
分
け
る
こ
と
自
体
は
あ
り
得
る

話
。
例
え
ば
介
護
保
険
料
で
世
帯
を
分

離
さ
れ
る
方
と
か
も
い
る
た
め
、
そ
う

い
う
世
帯
は
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

高
森
町
の
事
業
と
し
て
全
世
帯

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
の
気
持
ち
で
今
後

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
町
長
の
考

え
は
。

応 答応 答

［
町
長
］

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
温
か

い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
提
案
か
と
思
う
。

役
所
と
し
て
、
ま
ず
は
熱
中
症
に
対
し

て
し
っ
か
り
手
当
て
、
そ
し
て
弱
者
対

策
と
し
て
当
然
非
課
税
世
帯
。
世
帯
分

離
も
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
非
常
に
手
続
き
も
難
し
い
こ
と
も

あ
る
。

そ
こ
を
全
部
横
に
置
い
て
今
後
の
方

向
性
と
し
て
、
全
世
帯
に
し
っ
か
り

使
っ
て
い
た
だ
く
。
な
い
と
こ
ろ
に
は

町
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い
う
方
向
性
は

持
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
財
源

確
保
、
も
う
1
つ
は
町
内
の
業
者
も
材

料
・
人
員
を
確
保
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
前
向

き
に
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質 疑質 疑

［
後
藤
巌
議
員
］

ふ
る
さ
と
応
援
地
下
水
保
全
農

業
施
設
整
備
事
業
の
臭
気
対
策
に
つ
い

て
住
民
か
ら
の
話
が
あ
っ
た
の
か
。

応 答応 答

［
農
林
政
策
課
長
］

畜
産
農
家
が
排
出
す
る
堆
肥
に

つ
い
て
法
律
に
よ
っ
て
堆
肥
舎
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
畜
産
農

家
以
外
の
農
家
が
使
用
す
る
堆
肥
に
は

臭
気
対
策
を
縛
る
法
律
が
な
く
、
役
場

と
し
て
も
対
策
を
お
願
い
す
る
程
度
し

か
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
提
案
し
た
事

業
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
張
り
、
堆

肥
を
一
時
的
に
置
い
て
、
そ
の
上
に
カ

バ
ー
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
た
め
、

こ
の
事
業
を
使
っ
た
方
は
、
町
と
し
て

指
導
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

質 疑質 疑

［
佐
藤
武
文
議
員
］

①
敬
老
祝
金
の
目
的
は
祝
金
で

扶
助
費
で
あ
る
。
お
金
や
ポ
イ
ン
ト
を

払
え
ば
い
い
で
済
む
の
か
。
3
月
の
委

員
会
終
了
後
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
長

が
「
現
金
で
支
給
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
人
の
対
応
も
考
え
て
欲
し
い
」
と
意

見
を
述
べ
た
が
、
扶
助
費
を
全
額
落
と

す
と
い
う
こ
と
は
現
金
支
給
し
な
い
の

か
。

②
高
森
町
農
畜
産
物
P
R
事
業
も
、
賄

い
材
料
費
は
違
う
の
で
は
。

応 答応 答

［
住
民
福
祉
課
長
］

①
敬
老
祝
金
の
減
額
に
つ
い

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
者
の
方
々
に
給

付
が
ポ
イ
ン
ト
に
代
わ
る
こ
と
に
対

し
、
意
見
や
現
金
給
付
が
良
い
か
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
ポ
イ
ン
ト
で
構
わ
な
い

と
意
見
を
い
た
だ
い
た
た
め
、
祝
金
を

条
例
に
合
わ
せ
て
減
額
し
た
。

応 答応 答

［
農
林
政
策
課
長
］

②
高
森
出
身
の
選
手
が
1
名
入

寮
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ロ
ア
ッ
ソ
寮
へ

高
森
町
特
産
野
菜
等
農
畜
産
物
P
R
の

た
め
の
材
料
提
供
の
事
業
。
寮
で
作
る

食
事
の
材
料
に
な
る
と
い
う
考
え
の
も

と
賄
い
材
料
費
で
予
算
を
計
上
。

質 疑質 疑

［
後
藤
三
治
議
員
］

①
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
標
準
化
・
共
通
化
事
業
委
託
は
事
業

が
終
わ
っ
た
た
め
不
用
額
が
出
た
の

か
。

②
た
か
も
り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
追
加
端
末
導
入
委
託
料
は
令
和
8
年

度
の
事
業
と
し
て
3
月
に
予
算
計
上
し

た
が
、3
か
月
ほ
ど
で
減
額
の
理
由
は
。

応 答応 答

［
政
策
推
進
課
長
］

①
令
和
7
年
12
月
完
了
を
予
定

し
て
い
た
が
、
全
国
的
に
遅
延
し
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
い
今
年
度
分
の
費
用
が

不
要
に
な
っ
た
。

②
委
託
料
を
備
品
購
入
費
に
切
り
替
え

計
上
し
た
。
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質 問質 問

1
番
目
に
ス
リ
ム
な
自
治
体
運
営
、

内
因
的
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、

今
後
の
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

職
員
の
皆
様
に
は
町
長
の
や
り
取
り
を
聞

い
て
い
た
だ
い
て
、
私
た
ち
が
高
森
町
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

①
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
。

②
住
民
要
望
の
多
様
化
に
つ
い
て
。

③
補
助
金
や
補
助
事
業
の
増
加
、
チ
ェ
ッ

ク
と
検
証
に
つ
い
て
。

④
事
務
作
業
の
複
雑
化
に
よ
る
コ
ス
ト
の

増
加
。
税
制
改
正
等
、
国
が
制
度
や
法
律

を
変
え
れ
ば
地
方
自
治
体
は
業
務
が
増
え

る
。

⑤
働
き
方
改
革
や
歳
入
の
複
雑
化
に
つ
い

て
。

⑥
過
去
の
行
政
施
設
に
つ
い
て
。

※
①
～
⑥
の
詳
細
は
長
い
た
め
要
約

町 長町 長

①
8
年
後
は
阿
蘇
郡
市
の
人
口
は

4
万
2
千
人
に
な
る
。
ス
リ
ム
な

自
治
体
運
営
を
や
ら
な
い
と
自
治
体
は

や
っ
て
い
け
な
く
な
る
。
そ
こ
で
国
が
言

う
D
X
だ
っ
た
り
プ
ロ
を
使
っ
て
い
く
と

い
う
と
こ
ろ
に
な
る
。
試
験
を
緩
や
か
に

し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
社
会
人
枠
、
プ

ロ
が
入
れ
る
と
こ
ろ
を
増
や
し
て
い
る
。

社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
行
政
も
変

わ
っ
て
き
た
。

②
住
民
要
望
の
多
様
化
に
つ
い
て
は
行
政

依
存
が
増
え
て
き
て
い
る
。
高
齢
化
に
伴

い
仕
方
な
い
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。
制
度

を
使
い
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

③
国
と
県
の
補
助
事
業
は
減
っ
て
い
る
。

国
や
県
で
出
来
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。

本
町
は
独
自
財
源
を
も
っ
て
思
い
切
っ
た

政
策
を
単
独
事
業
で
増
や
し
て
い
く
。

④
阿
蘇
広
域
や
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
と

い
う
ふ
う
に
な
る
。
新
し
い
こ
と
が
生
ま

れ
る
と
す
る
な
ら
人
事
交
流
だ
ろ
う
。

⑤
少
数
精
鋭
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
横
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す

る
よ
う
な
お
互
い
を
助
け
合
い
、
力
を
合

わ
せ
て
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

⑥
今
後
の
行
政
運
営
の
妨
げ
に
な
る
も
の

で
あ
れ
ば
計
画
的
に
見
直
し
て
処
分
し
て

い
く
こ
と
も
致
し
方
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。

質 問質 問

外
因
的
な
諸
課
題
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
で
、
3
つ
の
要
旨
を
尋
ね
る
。

①
南
阿
蘇
鉄
道
の
大
津
往
復
の
増
便
。

②
日
ノ
尾
峠
線
に
つ
い
て
。

③
国
道
3
2
5
号
線
の
4
車
線
化
に
つ
い

て
。

※
①
～
③
の
詳
細
は
長
い
た
め
要
約

町 長町 長

①
乗
り
入
れ
増
便
に
つ
い
て
は
、

J
R
九
州
が
回
答
を
現
在
行
っ
て

い
な
い
だ
け
で
、
非
常
に
強
い
要
望
を
出

し
て
い
る
。

②
令
和
3
年
度
熊
本
県
が
28
年
ぶ
り
に
熊

本
県
新
広
域
道
路
計
画
を
策
定
、
県
議
会

で
発
表
。

日
ノ
尾
峠
を
通
る
道
が
2
本
入
っ
た
。

行
政
も
議
会
も
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い

き
た
い
。

③
阿
蘇
大
橋
が
4
車
線
だ
っ
た
ら
道
路
の

4
車
線
化
も
実
現
し
て
い
た
。

で
も
あ
き
ら
め
ず
に
4
車
線
化
に
向

か
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
も
価
値
は
あ
る
。

佐伯 金也 議員

■ �スリムな自治体運営内因的な課題をどのように捉え、�
どのように対応していくのか。今後の行政の在り方

■ �外因的な諸課題にどのように取り組んでいくのか。�
少子高齢化、人口減少とどのように向き合っていくか

大津駅に到着した南阿蘇鉄道車両
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後藤 巌 議員

■ホルムズ海峡危機による影響と今後の対応策

質 問質 問

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
危
機
に
よ
る
ナ
フ

サ
不
足
が
、
当
町
の
各
産
業
や
公

共
工
事
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
。

農林政農林政
策課長策課長

ナ
フ
サ
を
原
料
と
し
た
農
業
用
資

材
が
不
足
し
た
場
合
、
農
林
畜
産

業
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

特
に
、
本
町
は
夏
秋
野
菜
な
ど
を
売
り

に
し
て
お
り
、
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ

ル
チ
シ
ー
ト
の
不
足
、
飼
料
用
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
不
足
に
よ
る
、
生

産
性
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

当
面
の
資
材
の
確
保
は
で
き
て
い
る
が
、

中
東
情
勢
の
動
向
次
第
で
は
、
価
格
の
高

騰
や
品
不
足
な
ど
急
激
に
変
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
状
況
を
注
視
し

て
い
く
。

政策政政策政
策課長策課長

5
月
15
日
現
在
の
全
国
商
工
会
連

合
会
が
行
っ
た
中
東
情
勢
な
ど
に

よ
る
物
価
上
昇
の
影
響
調
査
で
は
、
約

94
％
の
事
業
者
が
影
響
を
受
け
て
い
る
と

結
果
が
出
て
い
る
。
高
森
町
商
工
会
の
会

員
数
は
2
2
6
事
業
所
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
0
を
超
え
る
事
業
所
が
影
響
を
受
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
長
期
化
す
る
と
各
業
種
に

深
刻
な
影
響
が
で
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

総務総務
課長課長

公
共
工
事
へ
の
影
響
で
は
、
高
森

総
合
セ
ン
タ
ー
改
修
等
工
事
で
、

指
名
業
者
の
全
業
者
よ
り
辞
退
届
が
あ
り
、

入
札
不
調
に
な
っ
た
。

設
計
当
時
の
公
共
単
価
で
対
応
で
き
な

い
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
急
激
な
価
格
変

動
な
ど
を
背
景
に
予
定
価
格
が
実
勢
価
格

と
乖
離
す
る
こ
と
や
、
工
事
遅
延
な
ど
の

恐
れ
も
あ
る
。

ま
た
情
勢
が
極
め
て
流
動
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
最
新
の
実
勢
価
格
を
適
正
に
反

映
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

質 問質 問

今
般
の
状
況
の
中
で
ど
の
よ
う
な

対
応
や
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町 長町 長

高
森
町
、
特
に
市
町
村
レ
ベ
ル
で

は
、
身
近
な
対
策
が
全
て
と
な
っ

て
い
る
。

商
品
を
つ
く
る
、
生
産
さ
せ
る
施
策
は

市
町
村
等
で
は
で
き
な
い
し
、
流
通
に
関

し
て
も
、
国
が
し
っ
か
り
流
通
を
促
す
方

向
で
や
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
。
身
近

な
対
策
と
し
て
、
い
ま
考
え
て
い
る
の

は
、
高
森
町
独
自
対
応
と
し
て
、
た
か
も

り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
を
フ
ル
活
用
す

る
。
熊
本
県
内
の
ど
こ
の
自
治
体
よ
り
も
、

絶
対
的
な
ス
ピ
ー
ド
と
利
便
性
で
対
応
で

き
る
。
但
し
予
算
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

今
回
の
補
正
で
1
億
2
0
0
0
万
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
計
上
し
て
い
る
。

町
内
の
経
済
の
循
環
化
も
踏
ま
え
ポ
イ

ン
ト
付
与
が
一
番
ベ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
。

質 問質 問

第
3
弾
と
し
て
町
内
限
定
給
付
事

業
を
提
案
す
る
。
ポ
イ
ン
ト
使
用

箇
所
を
高
森
に
本
社
を
置
く
事
業
所
に
限

定
、
使
用
は
2
、3
か
月
の
短
期
間
で
行

う
。
町
内
の
経
済
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

町 長町 長

予
測
は
確
定
で
き
な
い
と
思
う
が
、

第
2
弾
を
今
回
の
議
会
で
協
議
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
限
定
的
な
何
ら

か
の
形
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

今
年
度
チ
ャ
ー
ジ
機
能
の
追
加
を
進
め

て
お
り
、
チ
ャ
ー
ジ
に
マ
ネ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
な
ど
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
必
要
な
条
例
制
定
、
改
正
、
補
正
予

算
案
を
緊
急
で
あ
れ
ば
臨
時
会
、
も
し
く

は
定
例
会
で
提
案
し
た
い
。
今
後
は
公
共

料
金
の
ポ
イ
ン
ト
支
払
い
な
ど
も
検
討
し

て
い
く
。
年
末
に
向
か
っ
て
大
変
な
環
境

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
認
識
し

て
い
る
。
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☆
閉
会
中
の
継
続
調
査

5
月
29
日
、
総
務
課
、
政
策
推
進

課
、教
育
委
員
会
事
務
局
よ
り
各
課
・

局
の
事
業
進
捗
状
況
、
実
績
報
告
、

定
例
会
上
程
議
案
の
説
明
を
受
け
、

情
報
の
共
有
を
行
っ
た
。

☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

6
月
16
日
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
「
令
和
8
年
度
高
森
町
一
般
会
計

補
正
予
算
」
を
、
所
管
各
課
、
局
よ

り
詳
細
な
説
明
を
受
け
審
議
し
た
結

果
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
と
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
】

◎�

令
和
8
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
支

援
創
出
事
業
に
つ
い
て

答 

本
補
正
予
算
は
、
令
和
3
年
度

に
熊
本
市
と
合
同
で
整
備
し
た
中
岳

登
山
道
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
4
年
度
に
町
が
作
っ
た
展
望
台

の
周
辺
に
桜
を
植
生
、
登
山
道
の
離

合
箇
所
の
整
備
を
行
う
。

 

高
森
中
央
学
園
義
務
教
育
学
校

整
備
事
業
に
つ
い
て

答 
令
和
9
年
度
か
ら
令
和
11
年
度

ま
で
と
し
1
年
延
長
し
て
い
る
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和
8
年
度
末
に

基
本
設
計
、令
和
9
年
度
実
施
設
計
、

令
和
10
年
度
か
ら
造
成
工
事
及
び
新

校
舎
建
築
、令
和
11
年
12
月
頃
完
成
、

令
和
12
年
4
月
開
校
予
定
と
し
て
い

る
。

 

令
和
12
年
度
の
予
想
学
級
数
は

答 

通
常
学
級
12
ク
ラ
ス
と
特
別
支

援
学
級
を
2
か
ら
3
ク
ラ
ス
想
定
し

て
い
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
児
童

生
徒
の
実
態
に
よ
り
変
動
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

意 

現
在
の
情
勢
を
考
え
る
と
、
学

校
建
設
、
校
舎
建
築
な
ど
予
定
通
り

に
い
か
な
い
場
合
も
考
え
、「
構
想

自
体
を
ど
う
す
る
の
か
？
」「
構
想

は
進
め
な
が
ら
現
状
対
応
し
て
い
く

の
か
？
」
今
か
ら
考
え
て
お
く
べ
き

と
意
見
が
出
さ
れ
た
。

 

た
か
も
り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事

業
・
加
盟
店
用
端
末
購
入
に
つ
い
て

答 

当
初
は
端
末
を
50
台
購
入
予
定

で
あ
っ
た
が
、
30
台
の
端
末
と
5
台

の
管
理
端
末
を
購
入
す
る
。

運
用
に
関
し
て
は
、
病
院
で
利
用

で
き
な
い
か
と
要
望
が
あ
が
っ
て
お

り
、
導
入
に
向
け
て
交
渉
を
進
め
て

い
る
。

意 

今
期
は
カ
ー
ド
チ
ャ
ー
ジ
機
能

も
装
着
予
定
で
あ
り
、
加
盟
店
増
加

に
向
け
た
更
な
る
動
き
を
期
待
し
た

い
。

◎
そ
の
他
質
疑

 

給
食
費
無
償
化
の
現
状
に
つ
い

て答 

高
森
町
の
給
食
費
は
7
4
0
0

円
で
あ
る
と
新
聞
記
載
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
国
か
ら
無
償
化
支
援
が

5
2
0
0
円
、
町
か
ら
2
2
0
0
円

補
助
を
し
て
い
る
計
算
で
あ
る
。
こ

れ
は
賄
い
材
料
費
の
高
騰
を
見
据
え

て
、
20
％
あ
げ
て
算
定
し
た
結
果
で

あ
る
。

こ
の
状
況
下
、
高
森
町
は
給
食
費

の
ア
ッ
プ
は
考
え
て
い
な
い
が
、
他

市
町
村
は
無
償
化
継
続
の
た
め
、
補

正
予
算
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
上
程

す
る
か
悩
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

意 

大
事
な
の
は
、
給
食
は
食
育
も

含
め
、
教
育
の
一
環
と
し
て
、
質
を

落
と
さ
な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

費
用
等
に
問
題
が
発
生
す
る
事
態
に

な
れ
ば
委
員
会
に
報
告
を
お
願
い
し

た
い
。

以
上
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

委
員
全
員
異
議
な
く
可
と
し
た
。

中岳登山道　展望所（大字色見・山鳥地区）
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☆
閉
会
中
の
継
続
調
査

5
月
25
日
、
生
活
環
境
課
よ
り
町

営
住
宅
の
集
約
・
建
替
え
に
つ
い
て

☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
議
案
は
、「
令
和
8
年
度
高
森

町
一
般
会
計
補
正
予
算
」、「
令
和
8

年
度
高
森
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
」、「
令
和
8
年
度
高
森

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
」

の
3
議
案
で
あ
り
、
6
月
15
日
、
付

託
案
件
の
審
議
。
6
月
16
日
、
所
管

事
業
の
現
場
確
認
を
行
い
、
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

と
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
】

◎�

令
和
8
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

 

3
月
議
会
に
お
い
て
、
令
和
8

年
度
支
給
分
の
敬
老
祝
い
金
が
現
金

か
ら
ポ
イ
ン
ト
化
へ
移
行
と
な
り
、

住
民
の
中
に
は
現
金
支
給
を
望
む
者

も
い
る
と
の
意
見
を
受
け
、
同
議
会

で
の
委
員
長
報
告
で
、「
早
い
時
期

に
老
人
会
と
の
協
議
を
行
う
こ
と
」

と
な
っ
て
い
た
が
、
結
果
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

答 

5
月
下
旬
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
協

議
を
行
い
、
ポ
イ
ン
ト
対
応
で
よ
い

と
の
こ
と
。

 

高
齢
者
等
熱
中
症
対
策
エ
ア
コ

ン
設
置
費
用
補
助
事
業
に
つ
い
て
、

第
2
弾
で
の
上
限
額
と
補
助
枠
は
。

答 

第
1
弾
で
は
上
限
5
万
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
。
第
2
弾
で
は
上
限
10
万

ポ
イ
ン
ト
で
90
世
帯
分
と
し
た
。

前
回
と
今
回
で
は
上
限
額
に
差
異

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
回
実
施
者
へ

の
追
加
差
額
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
を
考

え
て
い
る
。

 

町
道
天
神
・
月
廻
線
工
事
の
減

額
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
は
。

答 

昨
今
の
厳
し
い
情
勢
の
中
、
補

助
を
獲
得
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
粘
り
強
く
補
助
獲
得
に

努
め
る
。

◎
令
和
8
年
度
高
森
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

歳
入
で
は
県
か
ら
の
特
別
調
整
交

付
金
の
受
け
入
れ
に
対
し
、
歳
出

は
、
令
和
7
年
度
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
費
補
助
精
算
を
行
う
と
の

こ
と
。

◎�

令
和
8
年
度
高
森
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

6
月
1
日
付
、
職
員
の
異
動
に
伴

う
給
与
等
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
す
る
も
の
。

◎
6
月
16
日　

現
地
確
認

建
設
課
対
応
分
と
し
て
、
町
道
天

神
・
月
廻
線
の
現
場
、
市
街
地
無
電

柱
化
工
事
の
現
場
、
冬
野
川
砂
防
堰

堤
新
設
工
事
の
進
入
道
工
事
箇
所
、

県
営
第
1
草
部
地
区
基
盤
整
備
事
業

の
現
場
確
認
を
行
っ
た
。

農
林
政
策
課
対
応
分
と
し
て
、
中

山
間
地
農
業
ル
ネ
サ
ン
ス
推
進
事
業

補
助
金
活
用
報
告
と
し
て
、
旧
J
A

阿
蘇
野
尻
農
協
跡
地
で
事
業
展
開
を

行
っ
て
い
る
「
N
O
K
a
T
s
」
を

訪
問
し
た
。

最
後
に
、
高
森
町
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
、
堆
肥
の
現
状
や
今

年
度
計
画
さ
れ
て
い
る
道
路
舗
装
箇

所
の
確
認
を
行
っ
た
。

詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。以

上
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

委
員
全
員
異
議
な
く
可
と
し
た
。町内現地確認中の様子

（市街地無電柱化工事の現場）
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議案番号 件　　　　名 議決結果

承認第 3 号
専決処分の承認を求めることについて

（高森町税条例の一部改正）
承　　認

承認第 4 号
専決処分の承認を求めることについて

（高森町国民健康保険税条例の一部改正）
承　　認

承認第 5 号
専決処分の承認を求めることについて

（令和7年度高森町一般会計補正予算）
承　　認

承認第 6 号
専決処分の承認を求めることについて

（令和7年度高森町国民健康保険特別会計補正予算）
承　　認

承認第 7 号
専決処分の承認を求めることについて

（令和7年度高森町後期高齢者医療特別会計補正予算）
承　　認

承認第 8 号
専決処分の承認を求めることについて

（令和7年度高森町介護保険特別会計補正予算）
承　　認

同意第 1 号 高森町固定資産評価員の選任について 同　　意

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任

諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任

報告第 1 号 繰越明許費に係る繰越計算書の報告について —

報告第 2 号 事故繰越しに係る繰越計算書の報告について —

議案第40号
高森町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部改正に
ついて

原案可決

議案第41号
高森町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の
一部改正について

原案可決

議案第42号 和解について 原案可決

議案第43号 令和8年度高森町一般会計補正予算について 原案可決

議案第44号 令和8年度高森町国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第45号 令和8年度高森町介護保険特別会計補正予算について 原案可決

発委第1号
南阿蘇鉄道のJR豊肥本線肥後大津駅直通運転の増便に関する意見書に
ついて

原案可決

発委第2号 道路の整備に関する意見書について 原案可決

議 決 結 果

２. 道路整備に関する意見書

１. 南阿蘇鉄道の肥後大津駅直通運転「増便」に関する意見書

災害時の迂回路確保、観光アクセス向上、救急搬送時間の短縮に向け、熊本県新

広域道路交通計画にある3つの構想路線（阿蘇高千穂道路、阿蘇山都道路、日田

阿蘇道路）の計画具体化と早期着工について要望。

地域住民の通勤・通学、および国内外からの観光客の利便性をさらに高めるため、

以下の2点について要望。

○ 南阿蘇鉄道のJR豊肥本線「肥後大津駅」直通乗り入れ便の増便

○ 南阿蘇鉄道とJR豊肥本線のダイヤ調整による接続の向上

令和8年第2回定例会において、町議会は以下の2件の意見書を採択した。

今後、国土交通大臣に対して直接提出し、早期実現の働きかけを行う。

要　　望
ポイント

要　　望
ポイント

議会で2件の意見書を採択
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6月16日に町内で実施されている主要事業の進捗状況や課題を把握するため、現地視察を行った。

建設課関係

☆天神・月廻線
整備状況を確認し、本年3月に施工された工事

箇所の状況や今後の工事計画について説明を受け

た。この路線は、児童・生徒や高校生の通学路で

あるとともに、地域住民にとって欠かせない生活

道路であり、一日も早い全線整備が実現するよう

要望した。

〇市街地電線地中化（無電柱化）工事
工事は今年9月頃までに大部分が完了し、その

後、電線の地中化、電柱の撤去、道路舗装などの

仕上げ工事が行われる予定。長期間にわたり交通

規制や通行への影響が続き、ご不便をお掛けする

が、安全を最優先に一日も早い完成を要望した。

〇その他
高森地区冬野川砂防堰堤新設工事の進入路整備

箇所、草部地区基盤整備事業について現地確認を

行った。基盤整備事業では、第3工区が本年度中

の完成を予定、農地の利便性向上や農業経営の効

率化につながるものと期待される。一方で、残る

工区については今後の事業化が課題であり、早期

着手を望む声も確認した。

農林政策課関係

☆中山間地農業ルネサンス推進事業
補助金を活用し活動しているNOKaTsを訪問し

た。旧JA野尻支所を活用した活動拠点では、出

荷できなかった花をドライフラワーや加工品へと

生まれ変わらせる「リボーンフラワー」の取組を

はじめ、ワークショップやイベントの開催、地域

資源を活かした商品開発など、多様な事業が展開

されている。地域内外の人々が交流する拠点とし

ても活用され、関係人口の創出や地域の魅力発信

にもつながっている。

担当者からは、設立から3年間の歩みや補助事

業を活用した成果について説明を受けた。商品開

発や販路拡大を進めることで売上は着実に伸びて

おり、令和8年度からは補助金に頼らない自立し

た事業運営へ移行する。これまで積み重ねてきた

実績を分析し、課題を整理したうえで、今後の方

向性を明確に示す説明からは、地域を元気にした

いという強い思いと確かな将来展望が感じられ

た。

委員からは、「女性を中心に明るく活発に活動

されている姿がとても印象的だった」「地域資源

を生かし、新しい発想で挑戦する姿勢に元気をも

らった」といった感想も聞かれ、地域に新たな活

力を生み出す取組として、今後のさらなる発展に

大きな期待が寄せられた。

〇高森町アグリセンター
堆肥製造の現状や利用状況、施設周辺で計画さ

れている道路舗装工事について説明を受けた。今

後も産業厚生常任委員会では、現地視察を重ねな

がら事業の進捗を確認した。
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議　　長　牛嶋津世志（発行責任者）

委 員 長　後藤　　巌
副委員長　児玉幸之助
委　　員　白石　豊和
委　　員　武田　栄喜

期　日 内　容 場所

3月 26日（木）

「親水公園ヒメユリ」リニューア
ルセレモニー

高森町
高森町教職員退任式

4月

1日（水） 高森駅ライトアップ点灯式 高森町

3日（金） JA阿蘇女性部高森支部報告会 高森町

9日（木） 町立学校入学式 高森町

13日（月）高森町商工会女性部通常総会 高森町

14日（火）阿蘇市町村議長会総会 阿蘇市

16日（木）熊本地震10年犠牲者合同追悼式 熊本市

17日（金）高森町商工会青年部通常総会 高森町

期　日 内　容 場所

4月 24日（金）草部郷土資料館リニューアルオー
プニングセレモニー 高森町

5月

8日（金） 菊池郡・阿蘇郡町村議会議長会
総会 高森町

11日（月）国道57号線整備促進期成/中九州・
地域高規格道路推進期成会総会 菊陽町

15日（金）高森町商工会通常総会 高森町

16日（土）高森中学校体育大会 高森町

23日（土）高森中央小学校運動会 高森町

26日（火）
〜27日（水）

熊本県町村議会正副議長要望活
動 東京都

30日（土）天草市合併20周年記念式典 天草市

議会の動き議会の動き

梅雨が明け、いよいよ本格的な夏を迎

えました。夏祭りや地域行事など、人と

人とのつながりを感じる季節でもあります。

6月定例会では、町民の皆さまの暮らしに関わる様々な議案に

ついて審議を重ねました。議会だよりは、その内容をできるだけ

分かりやすくお伝えし、議会を身近に感じていただくための大切

な役割を担っています。

広報委員一同、一つひとつの記事を丁寧に確認しながら、読み

やすく、伝わる紙面づくりを心掛けました。本誌を通して町政や

議会への関心を深めていただければ幸いです。

厳しい暑さが続きます。熱中症などには十分お気を付けいただ

き、健やかに夏をお過ごしください。� 白石 豊和

「議会広報表紙写真」と「町民からのご意見・ご質問」に応募し、採用された方にたかもりポイン

トの付与をします。

応募はそれぞれ右側のQRコードよりお願いします。

表紙写真　採用 注意点 QRコード

5,000ポイント

人物写真の場合、以下の点に注意してください。
①本人からの掲載許可（同意）
②子どもの場合は、保護者の同意
トラブル防止のため、同意書などの取得をお願いします。

ご意見・ご質問　採用 注意点 QRコード

2,000ポイント
個人が特定される投稿や、誹謗中傷については掲載しません。
紙面の都合上、毎号掲載できるわけではございませんので 
ご了承ください。
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